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受講証 

名前小審太郎 

辞し㌣シ語要 　　言．∴∴∴ 

墜肇≒憶翼護箸輩醗 

平成25年6月28日、小野町老人デイサービスt f

ンタ一において、「ボランティア養成講座～傾聴及

びレクリエーション講習会～」を開催しました。こ

の講習会は小野町ボランティアセンターが主催した

もので、町内外から27名の参加がありました。

「福祉レクリエーションネットワークinふくしま」

より講師に佐藤喜也氏を招き、しりとりや絵本を用

いて人の話を聞く技法と、レクリエーション技術な

どについて実技を交え講習を受iナました。

講習会では参加者同士が声かけをしなから熱心に取

り組み、終了後は全員に受講証を交付しました。

参加者からは「日常生活でも役立つことが学べて良

かった。」、「今後実践していきたい。」などの感想が

寄せられました。ご参加いただきありがとうござい

ました。
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ひまわり　2

社会福祉脇議会は寄贈
平成25年3月18日、小野町社会福祉協議会に神奈川県川崎市より東日

本大震災の支援事業として草刈機2台を寄贈いただきました。ありがとう

ございました。

会
長
大
和
田

私
は
、
こ
の
度
の
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
改
選
に
伴
い
、
理
事
の
皆
様
の
ご

推
挙
と
ご
賛
同
を
賜
り
ま
し
て
、
会
長

の
要
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
円
滑

な
運
営
と
地
域
福
祉
の
充
実
・
発
展
に

向
け
、
そ
の
職
責
を
全
う
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
少
子
・
高
齢
社
会
が
進
行
し
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
な
ど
、

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化

を
背
景
と
し
た
高
齢
者
の
孤
立
や
、
子

育
て
に
対
す
る
不
安
、
更
に
は
虐
待
、

災
害
弱
者
へ
の
対
応
な
ど
安
全
・
安
心

の
地
域
生
活
を
揺
る
が
す
問
題
が
数
多

く
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
震
災
に
よ
り
大
き
な
災
害
を

経
験
し
、
二
年
六
ケ
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
地
域
に
お
け
る
、
助
け
合
い
や

協
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
な
ど
、

人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
が
改
め
て
認

識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
協
議
会
で
は
、
共
に
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
の
推
進
と
、
私
た
ち
の
生
活

圏
で
あ
る
地
域
で
の
生
活
・
福
祉
課
題

に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
小
野
町
を
活
性
化
さ
せ
る

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
は
、
町
民
の

皆
様
方
の
ご
理
解
ご
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
及
び
各
関

係
機
関
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
藤
井
　
義
仁

四
月
一
日
か
ら

小
野
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
長

に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

当
協
議
会
で
は
、
心
配
ご
と
相
談
や

福
祉
基
金
の
貸
付
を
は
じ
め
、
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
や

利
用
な
ど
、
様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
、
地
域

福
祉
力
の
向
上
で
す
。
高
齢
者
か
ら
子

供
が
安
全
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
出
来

る
様
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
総
合
的

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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顕適 �∴≒∴鳶 

『社会福祉のためにお役立てください』と、社会福祉協議会に対し多くの万々よりご

寄附をいただきました。お寄せいただいた浄財Iま、社会福祉事業の資金として役立た

せていただきます。今回Iま平成25年3月から8月までにご寄付いただいた皆様のご芳

名を掲載させていただきます。（敬称略）

氏　　名（地区名） �摘　　要 �氏　　名（地区名） �摘　　要 

長窪　正則（飯豊中） �遺志（故父　長窪　正秋） �石井　雄一（湯沢） �遺志（故長男　石井　友彦） 

先崎　元勝（伸町） �遺志（故母　先崎　ステ） �円谷　　碩（本町） �遺志（故母　円谷シゲヨ） 

佐藤　英男（飯豊上） �遺志（故父　佐藤　英治） �渡邁　一雄（谷津作） �遺志（故父　渡違　敬一） 

矢内　譲治（荒町） �遺志（故父　矢内　義亮） �鈴木　知－（小戸神） �遺志（故母　鈴木　ユキ） 

吉田　　茂（上羽出庭） �遺志（故父　吉田　清二） �村上　勝信（小戸神） �遺志（故母　村上　トキ） 

斉藤　昌之（南田原井） �遺志（故母　脅藤　ヨテ） �鈴木　栄次（皮籠石） �遺志（故母　鈴木iキク） 

武藤　伸昭（反町） �遺志（故義母　武藤　節子） �草野　光友（小野赤沼） �遺志（故母　草野　ツチ） 

生天日正人（浮金） �遺志（故母　生天日シン） �申茎　仁一（平舘） �遺志（故母　中茎八ナ子） 

先崎　秀一（吉野辺） �遺志（故祖父　先崎　　操） �村山　　洋（中道） �遺志（故父　村山　久一） 

吉田　信夫（雁殿田） �遺志（故母　吉田ヒサヲ） �藤井　林吉（浮金） �遺志（故母　藤井キミノ） 

郡司　昭二（反町）i �遺志（故父　郡司　昭信） �会田　善一（中道） �遺志（故母　会田　清子） 

西牧　修一（小野赤沼） �遺志（故母　西牧トミ子） �草野トシ子（小野赤沼） �遺志（政夫　草野　哲男） 

上遠野　眞（本町） �遺志（故兄　上遠野　貴） �矢吹今朝雄（小野赤沼） �遺志（故父　矢吹　酉吉） 

小野町グラウンドゴルフ協会 �篤志（社会福祉のために） �中野　博夫（皮籠石） �遺志（故母　中野　まき） 

柏原　寛治（小戸神） �遺志（故父　相原　知治） �吉田　良重（上羽出庭） �遺志（故父　吉田　一重） 

矢内　　勇（菖蒲谷） �遺志（故母　矢内　幸子） �郡山ヤクルト販売株式会社 代表取締役長谷lii進 �篤志（社会福祉のために） 

吉田　　宏（飯豊上） �遺志（故母　音田　富代） 

吉田　勝一（和名田） �遺志（故父　吉田　善吉） �秋元　延雄（平舘） �遺志（故父　秋元　宗助） 

草野　重男（塩庭一区） �遺志（故父　草野　　費） �長谷川彦－（浮金） �遺志（故母　長谷川カシ子） 

冨田美千代（浮金） �遺志（故母　冨田カオル） �新田　常良（浮金） �遺志（故父　新田　常光） 

佐藤　大吉（仲町） �遺志（故母　佐藤　やす） �宗像ミヱ子（飯豊下） �遺志（故母　宗像シメ子） 

矢吹　市雄（小野赤沼） �遺志（故父　矢吹　武市） �亀田　憲弘（平舘） �遺志（故父　亀田　義雄） 

富澤　一男（荒町） �遺志（故父　富澤　　武） �吉田　昌良（飯豊中） �遺志（故妻　吉田利江子） 

秋元　賢一（荒町） �遺志（故母　秋元　ヤス） �駒木根彦次（上羽田庭） �遺志（故母　駒木根ハナヨ） 

阿部　安男（塩庭一区） �遺志（故父　阿部　安友） �横田　祐一（南田原井） �遺志（故祖母　横田　キノ） 

篤志　2件　　遺志　47件　　合計1，796，000円 

共同募金運動が始まります
共同募金は10月1日～11月30日まで「赤い羽根共同募金」、12月1日～12月

31日まで「歳末たすiナあい募金」に分けられます。

「赤い羽根共同募金」は、小野町へ地域配分として学校や福祉団体の助成と、県内の

広域配分として活用されます。

また、「歳末だすけあい募金」は小野町のひとり暮らし高強者、彊たぎり高鈴音世　の

帯、ひとり親家族、重度陸がい児者等に基準に治って配分されます。皆様のご協力　勺

をお願いいたします。

3　ひまわり
赤い羽整照会グ



平成24年度

法人運営事業 � 

○理事会の開催 �4回開催 

○評議員会の開催 �3回開催 

○規則・規程の制定、改定 �改定4件 

地域福祉寧業

○隣組ネットワーク事業　163名刺用

○児童・青少年健全育成事業

三世代交流事業への助成　　12学級

スポーツ少年団育成事業助成

○高齢者福祉事業

（主催　小野町・小野町社会福祉協議会）

第51回敬老会　　　該当者1，957名

（参加者430名）

単身高齢者お楽しみ会　　参加者54名

○高齢者在宅福祉事業

寝具丸洗い乾燥消毒サービス事業

延30名利用

出張理髪サービス事業　　延13名刺用

○心配ごと相談事業　　　相談件数10件

○日常生活自立支援事業　　契約件数6件

5　ひまわり

社会福祉団体への支援 

○老人クラブ連合会 

○民生委員協議会 

○身体陣がい者福祉会 

○日赤すみれ会 

○行政区長会 

○ともに育つ親の会 

○子育て支援ボランティアサークルキッズ・ 

クラブ 

社会福祉協議会への寄附 

○篤志寄附　　　　　　　　　　　Il件 

○遺志寄附　　　　　　　　　　　84件 

鰻躍



四国間園闘閣
事業収入　33，000円 �共同募金配分金収入　2，500，460円 

受託金収入 5，592，441円 �雑収入116，688円 受取利息配当金収入182・821円　経理区分間繰入金収入 

経常経費輔助金収入 �12，771，541円 
9，842，545円 � 

寄付金収入 � 

4，255，314円 � 

収入合計　　∴朝避難副因閏囲 

会費収入 926，400円∴ �177，003，456円畢網／／鑑　醒 

∴：：・継 
i墾躍 

生活困窮者等への自立支援事業（新規鮒鞠 

○生活福祉資金の貸付（県社協事業）2件 

○福祉基金の貸付（当社協事業）　　l件 

ボランティアセンター事業 

○小中学校ボランティア活動普及事業6校 

○サマーショートボランティアスクール 

参加者25名 

○ボランティア養成講座　延参加者52名 

○ボランティア個人登録者数　　15名 

○ボランティア団体登録者数　Il団体 

居宅介護支援事業 

○介護給付費保険事業　延件数2，087件 

○介護保険認定調査受託業務　　　48件 

日本赤十字社小野町分区事業 

○日赤社資収入　　　1，824，500円 

共同募金会小野町共同募金委員会事業 

○共同募金運営委員会の開催 

○共同募金審査委員会の開催 

○赤い羽根共同募金総額 

2，378，105円 

○歳末たすけあい募金総額 

1，056，746円 

○歳末たすけあい見舞金配分状況 

151件 

（単身高齢者、要介護4以上高齢者、生活困 

窮者、母子・父子家族、重度陣がい者・児） 

○社協だより「ひまわり」発行　　　2回 

○ボランティアセンターだより「えがお」発行 

4回 

適所介護事業 

○適所介護　　　　　延利用者数7，934名 

○認知症対応型適所介護延利用者数2，059名 

○介護予防適所介護　延利用者数1，823名 

ひまわり　4
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小
野
新
町
小
学
校

ふ
れ
あ
い
活
動

平
成
2
5
年
5
月
針
目
、
ふ
れ
あ
い
活
動

年
生
の
皆
さ
ん

が
小
野
町
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
ま
し
た
。

児
童
6
2
名
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
歌
や
ダ

ン
ス
の
披
露
や
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
利
用
者

の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
i
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
野
新
町
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
ー
つ
ご
ざ
い
ま
し
た
∵

サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

平
成
2
5
年
7
月
2
6
日
か
ら
8
月
2
2
日
、

高
校
生
の
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
、
福
祉

施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

い
た
だ
く
　
「
第
2
3
回
　
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
÷
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。
町
内
の
福
祉
施
設
に
ご
協
力
を
頂
き
、
1

人
3
日
間
の
活
動
で
、
創
作
活
動
、
食
事

や
入
浴
介
助
、
環
境
整
備
、
共
同
作
業
な
ど

の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
達
成
に
向
け
、

剣
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

赤
十
字
奉
仕
団
す
み
れ
会

平
成
2
5
年
7
月
3
i
l
日
、
赤
十
字
奉
仕
団

す
み
れ
会
2
6
名
皆
さ
ん
が
、
い
わ
き
市
久
ノ

沿
岸
部
を
移
動
し
な
が
ら
赤
十
字
奉
仕
団

指
導
講
師
飯
間
香
保
子
氏
、
赤
十
字
奉
仕
団

四
倉
方
部
委
員
長
佐
藤
ト
ミ
子
氏
に
よ
る
震

災
時
の
状
況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

交
流
会
で
は
、
い
わ
き
市
豊
間
婦
人
会
会
長

鈴
木
勝
子
氏
、
い
わ
き
市
立
中
央
台
東
小
学

校
前
校
長
鵜
沼
美
枝
子
氏
の
2
名
が
加
わ
り
、

4
名
の
方
に
よ
る
避
難
所
で
の
活
動
及
び
復

興
状
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

i
参
加
者
か
ら
は
「
震
災
時
や
、
復
興
に
向

け
奉
仕
団
は
何
を
す
べ
き
か
を
改
め
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
」
　
な
ど
の
声

も
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

／
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7　ひまわり

平
成
2
5
年
8
月
0
0
日
、
広
野
町
社
会
福

祉
協
議
会
及
び
同
町
赤
十
字
奉
仕
団
員
2
4
名

皆
さ
ん
が

避
難
の
お
礼
と
視
察
研
修
の
た
め
、

を
訪
れ
ま
し
た
。

視
察
研
修
で
は
、
当
協
議
会
及
び
赤
十
字
奉

仕
団
す
み
れ
会
2
7
名
が
参
加
し
、
活
動
内
容

震
災
後
の
現
状
報
告
及
び
、
今
後
の
連
携
に

つ
い
て
貴
重
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
で
震
度
6
弱
の
大
地

震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
－
関
係
機
関

や
地
域
住
民
が
参
加
し
、
各
種
訓
練
を
行
い

当
協
議
会
は
そ
の
中
で
避
難
住
民
の
支
援

活
動
と
し
て
ハ
イ
セ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
た
炊

き
出
し
訓
練
を
夏
井
第
一
小
学
校
生
徒
、
i
保

指
導
と
し
て

岸
波
氏
を
招
き
、
i
実
際
の
手
順
や
注
意
点
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も
災
害
時
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
参
加
者

の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

饗
聾
霞
選
露
襲
欝

鶉
躍
墓
誌

小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

災
害
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
義
援
金
・
救
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
・
救
援
金
は
、
日
本
赤

十
字
社
福
島
県
支
部
や
福
島
県
共

同
募
金
会
を
通
じ
、
被
災
地
で
活

用
さ
れ
ま
す
。
寄
付
を
お
考
え
の

方
は
当
協
議
会
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
苦

情
や
要
望
に
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
、

苦
情
受
付
体
制
を
整
備
し
、
随
時
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

事
業
所
に
設
置
し
て
あ
る
相
談
箱
へ

の
投
函
、
ま
た
は
職
員
へ
口
頭
で
伝
え

て
い
た
だ
く
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
も
結
構
で
す
。
遠
慮
な
く
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

な
お
、
苦
情
の
申
し
出
が
あ
っ
た
際

に
は
内
容
確
認
を
行
な
い
、
解
決
に
向

け
速
や
か
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

す
べ
て
の
苦
情
に
つ
き
ま
し
て
は
苦
情

解
決
責
任
者
へ
報
告
し
、
そ
の
後
苦
情

処
理
委
員
会
に
て
協
議
し
ま
す
。
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赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」助成事業 

平成25年度住民支え合い活動助成事業‘8 ��� 
福島県民同士による支え合い活動やボランティア言動の輪を広め、人々のつながりや被災地域、避難地域 

居住者のコミュニティ再興などに取り組む団体の支援を目的に行われています。 

詳しい内容は、福島県共同募金会ホームページ（http：／／www8．0Cn．ne．jp／－akaihane／）または当協議会にお 

籍議讃譲れているグループ轡 　　　　　夢ボート揚毎 
看臆臆臆臆臆臆除：ゞ〕ミ÷　　　∴∵∴∴＼∴∴ 

調瞳整　臆　　揺輔　塵　≡嘉　　喜離日　　　　　蒲団藍離艶 
寸志弐ぷ　　　　　　　　　　　‾卜∵∴＼一∴∴　∴∴∴∴言∴ 

谷津作子供育成会 � �小野町柔道スポーツ少年団育成会 � 
平成25年7月27日、郡山石鑓′ふれあい牧場 ��平成25年7月27日、山形県鶴岡市立加茂水 

において、谷津作子供育成会114名皆さんが、 ��族館と湯野浜海水浴場において、小野町柔道 

子ども育成と親子活動を目的に、バーベキュ ��スポーツ少年団育成会26名皆さんが、親子の 
－や敷地内の施設を利用し交流活動を行いま ��絆及び会員間の交流を図ることを目的に交流 

した。 ��事業が行われました。 

参加者からは「親子で参加することができ、 ��参加者からは「日本海で安心して海水浴が 

子供たちも良い体験ができた。」などの声が ��できすごく良かった。より一層の交流を図る 

寄せられました。 ��ことができた。」などの声がありました。 

：母音賀易国患∴「∴、 ：：∴ 圏晒瑠璃 ��G i∴，．∴「 ∴∴＿′∴　＿ リ ＿琵話型＿よ‾シ・ 

小野町社会福祉協議会に4月より
配屈された職員を紹介します。

★臨時介護員　加藤　睦美

社協だより『ひまわ

り』は、赤い羽根共

同募金の配分金を受けて発行

しています。

社会福祉法人
小野町社会福祉協議会

〒963－3401田村郡小野町大字小野新町

宇美売57番地I

TELO247－72－6866　FAXO247－7十0471

0小野町ボランティアセンター
TELO247－7213866　FAXO247－71－0471

0小野町老人デイサービスセンター

（指定居宅サービス事業所）
TELO247－72－6777　FAXO247－72－6790

0小野町在宅介護支援センター

（指定居宅介護支援事業所）
TELO247－72－6377　FAXO247－71－0471
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